
170.生物学的マーカーは、エンド・オプ・ライフ ケアに関する話し合い
の時期を考えるための客観的指標になりうる
研究の概要
生物学的マーカーが人生終末期のケア（エンド・オブ・ライフケア）の話し合いの時期を決定する指標に
なりうるかを検討した。2017年1月から3年間に熊本医療センター腫瘍内科にて入院診療を行ったがんの
終末期患者197名に関して、死亡するまでの生物学的マーカーであるCRP値の推移を観察した。日常生活
が困難になってから死亡するまでの日数は中央値26日であった。この時期に初めてエンド・オプ・ライフ
ケアの話し合いが行われた割合は63％で、緩和ケアが提供された日数は19日であった。一方、CRP値は
死亡6か月前に比べると3か月前の時点で有意に上昇が認められた。自立した日常生活を行うことが可能
な、死亡の3か月前の時点で、CRP値はすでに上昇している場合が多いことが判明した。エンド・オプ・
ライフケアの話し合いを適切な時期に行うためには、生物学的マーカーが一つの客観的指標になりうると
考えられる。

研究の目的と方法
生物学的マーカー（C-reactive  protein値：以下CRP値およびアルプミン値：以下ALB値）が、人生終末
期のケアの話し合いの時期を決定する指標になりうるかを検討した。

本研究の参加について
対象：2017年1月から2019年12月までの3年間に熊本医療センター腫瘍内科に入院したがん終末期患者
197名。
研究により患者様に新たな検査や費用の負担が生じることはありません。また、研究に扱う情報は、個人
が特定されない形で厳重に扱います。皆様の貴重な臨床データを使用させていただくことにご理解とご協
力をお願いいたします。
本研究にご自身のデータを研究に使わないでほしいと希望されている方、その他研究に関してご質問がご
ざいます際は、末尾の問い合わせ先までご連絡ください。

調査する内容
方法：死亡からさかのぼって、どの時期に入院したのか、どの時期に終末期ケアに関する話し合いがなさ
れ、どれだけの期間緩和ケアを受けたのかを観察した。また、死亡する1、2、3、6か月前の生物学的マ
ーカーのCRP値とALB値の推移を観した。

調査期間
研究対象期間：平成29年 1月 1日～令和 1年 12月 31日まで
研究実施期間：倫理委員会承認後～令和6年12月 31日まで
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